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 木 炭 で 水 を き れ い に 
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図２ 試験槽の COD 変化 
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写真２ 木炭表面に繁殖していた微生物 

 

 

 
図１ 試験装置の概要 

 
写真１ 試験開始後 48 日目の試験水 

１ 目 的 

 木炭の新用途開発を目的として、水質浄化資材

としての効果的な利用方法を探るために、今回は

県産木炭の浄化効果について調査した。 

 

２ 方 法 

 池の水（10 リットル）に木炭（岩手産ナラ黒

炭、１㎏）を入れた水槽（処理槽）と、池の水の

みの水槽（無処理槽）を用意した。調査は３日間

隔で COD を測定し、両槽には測定用に採取した

水（１リットル）と同量の汚水を加えた。なお、

両槽ともバッ気処理（水中に空気を送る）を行っ

た（図１）。 

 

３ 結 果 

 写真１、図２のように、無処理槽の水は汚水の

追加に伴って濁りが増し、COD 値が高くなった

が、処理槽では濁りが少なく、COD 値も低く抑

えられていた。また、木炭の表面には微生物が多

数繁殖しているのが観察された（写真２）。 

 

４ 今後の進め方 

 以上のように県産木炭による水質浄化は有効

であることが認められた。今後は水質浄化に対す

る微生物の働き、木炭の樹種、汚濁の程度と量に

よる木炭の必要量、季節による違いなどについて

調査する予定である。 

注）COD：水中の汚れを酸化して無害なもの
にするために必要な酸素の量。
値が高いほど水が汚れている。 


